
九州短期大学共創プラットフォーム主催の SD 研修会が開催され、西九州大学短期大学部、長崎短期大

学、長崎女子短期大学の 3 校がそれぞれの学生募集における現状、具体的な取り組み、および今後の課題

について報告を行いました。18 歳人口の減少や地方特有の課題に直面する中、各校は学科改編や広報体

制の強化、SNS を活用したデジタル広報への移行を進めています。また、留学生の受け入れ状況や社会

人の学び直し（職業訓練受託制度など）における共同連携の可能性について活発な意見交換が行われまし

た。 

●西九州大学短期大学部における学生募集事例報告

西九州大学短期大学部は、令和 9 年度（2027 年度）4 月より地域生活支援学科（定員 120 名）に

「調理・製菓コース」を新設し、既存の栄養（食健康）、介護福祉、多文化コースを合わせた 2 学科 4 

コース体制（幼児保育学科：定員 60 名を含む）へと改編します。募集広報体制においては、2026 年 4 

月より入試課（5 名）と広報室（3 名）に組織を分離し、大学と短大の広報を一体化させました。 

入試スケジュールは 10 月から計 5 回実施され、推薦入試が集中する 11 月が募集のピークとなってい

ます。一般選抜では学力検査を行う A 方式と、面接のみの B 方式（作文提出あり）を選択可能です。近

年は推薦入学者が減少する一方で留学生が増加傾向にあり、佐賀県外や離島からの受験生を対象としたオ
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ンライン受験の導入や検定料免除、併願可能枠の拡大などの制度改善を図っています。また、介護施設で

働く特定技能外国人を留学生へ切り替える独自の支援策や、佐賀県の受託訓練制度（長期高度人材育成コ

ース）を活用した 14 名の社会人定員枠確保など、社会人募集の強化にも取り組んでいます。

●長崎短期大学における学生募集事例報告

長崎短期大学では、2026 年度より地域共生学科製菓コースの募集を停止し、国際コミュニケーション

コースの定員を 70 名へ増員、保育学科を 3 コース制（定員 80 名）へと適正化を図りました。入試募集

課は 3 名の職員で構成され、高校訪問やデジタル広報を一貫して担っています。

募集活動の特色として、従来のパンフレット配布型の挨拶回りから、学生の率直な現状を共有し信頼関

係を構築する「関係構築型」の高校訪問へのシフトが挙げられます。また、進学ガイダンスへの積極的な

参加に加え、オープンキャンパスでの距離感を活かした出願アプローチを重視しています。デジタル広報

はスマートフォンや SNS（Instagram、TikTok）を主軸とした配信に切り替え、2026 年 6 月には公式

ホームページをリニューアルしました。今後の課題として、入試募集課単独の活動から脱却し、全学的な

協力体制を構築することが急務となっています。

●長崎女子短期大学における学生募集事例報告

長崎女子短期大学は、在籍学生数 178 名、定員充足率 57.4%（生活創造学科 48.5%、幼児教育学科

64.7%）と厳しい状況にあり、就学支援制度の要件である「定員充足率 8 割以上」の達成に向けて幼児

教育学科の定員引き下げ対策を進めています。入試課は 2 名体制で、教務課等との兼任のため人員不足が

課題となっています。 

高校訪問は教職員による分担型（年 4 回）で実施されていますが、説明内容の統一化が難しいという課

題を抱えています。広報活動の改善策として、今年度はオープンキャンパスの開催時間を短縮した夕方時

間帯の試験的導入や、参加回数に応じた受験料キャッシュバック制度を開始しました。また、学生アンバ

サダー（広報大使）を組織し、オープンキャンパスの運営や出身高校への同行、SNS 発信などの支援活

動を展開しています。今後は、TikTok の新規導入による SNS 発信の強化や、専任職員の増員を要望して

います。

●3 短大合同による質疑応答と意見交換

3 校による事例報告を受け、具体的な施策や課題について意見交換が行われました。

・オープンキャンパスの動向と一般選抜対策:

長崎短期大学の保育学科において、参加者数が前年比で約 30 組減少している現状が報告されまし

た。高校生の進路決定時期が早まっており、早期参加者がリピートしない傾向があるため、数字のみで

の正確な減少傾向の把握が困難であると分析されています。また、地方における一般選抜・共通テスト

受験者の減少については明確な打開策が見出せず、11 月の推薦入試での確保が依然として重要である

ことが再確認されました。 

・社会人・留学生募集の地域連携:

西九州大学短期大学部が活用している佐賀県の受託訓練制度（栄養士・介護福祉士・保育士）を参考

に、長崎県における保育・栄養分野での受託制度導入に向けた働きかけの必要性が議論されました。ま

た、各校の留学生受け入れ学科の内訳（栄養、ビジネス、国際コミュニケーション等）について情報が

共有されました。 



・高大連携と高校訪問:

高校訪問の際のアポイント取得による信頼関係構築や、系列高校との連携授業の重要性が確認されま

した。西九州大学短期大学部が実施している「プレセミナー（サマースクール）」は、個別の専門分野

を体験的に学べる機会であると同時に、総合型選抜（資格体験型）の出願要件としても機能していま

す。 

最後に、長崎短期大学の安部学長による総括が行われました。 

2021 年から 2029 年までの間に、全国の短期大学（約 280 校）のうち 65 校以上が学生募集の停止を

決定または検討している極めて厳しい現状が示されました。しかし、短期大学が持つ地域における確固た

る役割やニーズに教職員が確信を持つことの重要性を説きました。 

さらに、留学生の共同受け入れや、社会人の学び直し支援制度について、個々の大学の努力に加え「短

期大学共創プラットフォーム」を介して複数の短期大学が共同で取り組む新たな連携の可能性を提唱し、

地域の高等教育の維持に向けて各校が協働していく重要性を訴えて研修会を閉じました。 
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